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第
二
の
一
の
２
の
`

中
「
平
成
二
十
三
年
度
中
」
を
「
平
成
二
十
六
年
度
中
」
に
、「
、
第
一
期
計
画
時
点
」
を

「
、
平
成
十
七
年
度
」
に
、「
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
に
第
一
期
計
画
時
点
の
」
を
「
平
成
二
十
六
年
度
末
に
お
け
る
」

に
、「
、
二
割
」
を
「
二
割
」
に
、「
平
成
二
十
三
年
度
末
に
お
い
て
、」を
「
平
成
二
十
六
年
度
末
に
お
け
る
」
に
、「
三
割

は
」
を
「
三
割
以
上
の
者
が
」
に
改
め
、「
目
指
す
。」の
下
に
「
な
お
、
利
用
者
数
に
つ
い
て
は
、
継
続
入
所
者
の
数
を

除
い
て
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。」を
加
え
、「
関
係
機
関
等
」
を
「
関
係
機
関
」
に
、「
平
成
二
十
三
年
度
の
」
を
「
平
成

二
十
六
年
度
の
」
に
、「
、
離
職
者
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
促
す
よ
う
な
支
援
」
を
「
離
職
者
」
に
、「「
工
賃
倍
増
五
か
年

計
画
」（
平
成
十
九
年
七
月
六
日
付
け
障
発
第
〇
七
〇
六
〇
〇
四
号
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部
長
通

知
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
計
画
を
い
う
。）」
を
「
工
賃
の
向
上
に
関
す
る
計
画
」
に
改
め
、「（
法
第
八
十
九
条
第
一
項

に
規
定
す
る
都
道
府
県
障
害
福
祉
計
画
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
り
、「
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
障
害
者
の
雇
用
の

確
保
に
つ
い
て
、「
重
点
施
策
実
施
五
か
年
計
画
」（
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
五
日
障
害
者
施
策
推
進
本
部
決
定
）
に
お

い
て
、「
国
は
、
公
共
調
達
に
お
け
る
競
争
性
及
び
公
共
性
の
確
保
に
留
意
し
つ
つ
、
福
祉
施
設
等
の
受
注
機
会
の
増
大

に
努
め
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
改
正
に
よ
り
、

随
意
契
約
が
可
能
な
場
合
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
が
障
害
者
支
援
施
設
等
か
ら
役
務
の
提
供
を
受
け
る
契
約
を
追
加

し
た
こ
と
」
を「「
障
害
者
制
度
改
革
の
推
進
の
た
め
の
基
本
的
な
方
向
に
つ
い
て
」（
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
九
日
閣

議
決
定
）
に
お
い
て
、「
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
物
品
、
役
務
等
の
調
達
に
関
し
、
適
正
で
効
率
的
な
調
達
の

実
施
と
い
う
現
行
制
度
の
考
え
方
の
下
で
、
障
害
者
就
労
施
設
等
に
対
す
る
発
注
拡
大
に
努
め
る
」
と
さ
れ
て
い
る
」

に
改
め
、
同
一
の
３
の
^

中
「
法
第
八
十
八
条
第
六
項
及
び
第
八
十
九
条
第
五
項
に
お
い
て
は
、
障
害
者
基
本
法
第
三

十
四
条
に
基
づ
く
地
方
障
害
者
施
策
推
進
協
議
会
」
を
「
法
第
八
十
八
条
第
七
項
及
び
第
八
十
九
条
第
六
項
に
お
い
て

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
七
十
八
号

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
及
び
相
談
支
援
並
び
に
市
町
村
及
び
都
道
府
県
の
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
整
備
並
び
に
自
立
支
援
給

付
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
の
基
本
的
な
指
針
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第

三
百
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

前
文
中
「
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
障
害
福
祉
計
画
及
び
法
第
八
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都

道
府
県
障
害
福
祉
計
画
」
を
「
市
町
村
障
害
福
祉
計
画
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
障
害
福
祉
計
画

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）及
び
都
道
府
県
障
害
福
祉
計
画
（
法
第
八
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
障
害
福
祉
計

画
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
に
改
め
、「
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。」の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ま
た
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
に
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
等
に
お
け
る
検
討
を
踏
ま
え
て
障
害
保
健
福
祉
施

策
を
見
直
す
ま
で
の
間
に
お
い
て
障
害
者
等
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
二
年
法
律
第
七
十
一
号
。
以
下
「
整
備
法
」
と
い
う
。）が
成
立
し
、
利
用
者
負
担
の
見
直
し
や
相
談
支
援
の
充

実
等
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

前
文
中
「
福
祉
施
設
が
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
体
系
へ
の
移
行
を
完
了
す
る
平
成
二
十
三
年
度
末
に
向
け
て
数
値
目
標
を

設
定
す
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
の
第
二
期
障
害
福
祉
計
画
」
を
「
法
の
施
行
及

び
整
備
法
に
よ
る
法
の
改
正
等
を
踏
ま
え
、
障
害
者
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
等
に
係
る

平
成
二
十
六
年
度
末
の
数
値
目
標
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
の
第
三
期

障
害
福
祉
計
画
」
に
改
め
る
。

第
一
の
一
中
「
都
道
府
県
は
」
の
下
に
「
、
全
て
の
国
民
が
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
等
し
く
基
本
的
人
権

を
享
有
す
る
か
け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
よ
う
」
を
加
え
、
同
一
の
１
中
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
理
念
の
下
、
障
害
の
種
別
、
程
度
を
問
わ
ず
、
障
害
者
等
が
自
ら
そ
の
居
住
す
る
場
所
を
選
択
し
、
そ
の
」
を
「
障

害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
を
実

現
す
る
た
め
、
障
害
者
等
が
」
に
改
め
、「
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
の
下
に
「
及
び
相
談
支
援
並
び
に
市
町
村
及
び
都

道
府
県
の
地
域
生
活
支
援
事
業
」
を
加
え
、
同
一
の
２
及
び
第
一
の
二
の
１
中
「
立
ち
後
れ
て
い
る
精
神
障
害
者
等
に

対
す
る
」
を
削
り
、
同
二
の
２
中
「
い
わ
ゆ
る
小
規
模
作
業
所
の
利
用
者
の
法
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
へ
の
移
行
等
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、」及
び
「
、
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
を
削
り
、
第
一
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

相
談
支
援
の
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方

障
害
者
等
、
と
り
わ
け
重
度
の
障
害
者
等
が
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
た
め

に
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
確
保
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
利
用
を
支
え
る
相

談
支
援
体
制
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
る
。
整
備
法
に
よ
る
法
の
改
正
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
作
成
の
対

象
者
の
大
幅
な
拡
大
が
あ
っ
た
こ
と
や
地
域
相
談
支
援
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
相
談
支
援
の
担
い
手
を

確
保
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
相
談
支
援
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
（
法
第
七
十
七
条
の
二
第
一
項
の
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
い
う
。）を
市
町
村
に
お
い
て
設
置
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
障
害
者
等
へ
の
支
援
の
体
制
の
整
備
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関
、
関
係
団
体
及
び
障
害
者
等
の
福
祉
、

医
療
、
教
育
又
は
雇
用
に
関
連
す
る
職
務
に
従
事
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
（
以
下
「
関
係
機
関
等
」
と
い
う
。）

に
よ
り
構
成
さ
れ
る
自
立
支
援
協
議
会
（
以
下
「
自
立
支
援
協
議
会
」
と
い
う
。）を
設
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
位

置
付
け
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
際
、
自
立
支
援
協
議
会
は
、
関
係
機
関
等
が
相
互
に
連
絡
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
障
害
者

等
へ
の
支
援
体
制
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
、関
係
機
関
等
の
連
携
の
緊
密
化
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
協
議
す
る
場
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、

障
害
児
支
援
に
お
い
て
は
、
障
害
児
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
適
切
な
相
談
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
一
つ
の
支
援
機
関
だ
け
が
ニ
ー
ズ
を
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
に
、
関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
在
り
方
、
地

域
支
援
体
制
の
中
核
と
な
る
相
談
支
援
体
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
す
る
場
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
。

第
二
の
一
の
１
の
^

中
「
を
適
切
に
把
握
す
る
」
を
「
の
把
握
に
努
め
る
」
に
、「
講
ず
る
」
を
「
講
ず
る
よ
う
努
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
に
改
め
、
同
１
の
_

中
「
作
成
に
当
た
っ
て
は
」
の
下
に
「
、
自
立
支
援
協
議
会
を
活
用
す

る
と
と
も
に
」
を
加
え
、
同
一
の
２
の
見
出
し
中
「
平
成
二
十
三
年
度
」
を
「
平
成
二
十
六
年
度
」
に
改
め
、
同
２
中

「
こ
れ
ら
の
課
題
に
関
し
、
福
祉
施
設
が
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
体
系
へ
の
移
行
を
完
了
す
る
平
成
二
十
三
年
度
」
を
「
平

成
二
十
六
年
度
」
に
改
め
、「
適
当
で
あ
る
。」の
下
に
「
ま
た
、
数
値
目
標
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
更
に
推

進
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
第
一
期
障
害
福
祉
計
画
及
び
第
二
期
障
害
福
祉
計
画
の
実
績
並
び
に
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
て
設
定
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。」を
加
え
、
同
２
の
^

中
「
第
一
期
障
害
福
祉
計
画
の
作
成
時
点
（
以
下
「
第
一

期
計
画
時
点
」
と
い
う
。）」
を
「
平
成
十
七
年
十
月
一
日
時
点
」
に
、「
平
成
二
十
三
年
度
末
」
を
「
平
成
二
十
六
年
度

末
」
に
、「
第
一
期
計
画
時
点
の
」
を
「
平
成
十
七
年
十
月
一
日
時
点
の
」
に
、「
一
割
」
を
「
三
割
」
に
、「
七
％
」を「
一

割
」
に
、「
基
本
と
し
つ
つ
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
を
「
基
本
と
す
る
」
に
改

め
、「
必
要
が
あ
る
。」の
下
に
「
ま
た
、
整
備
法
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
福
祉
法（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）

に
規
定
す
る
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
（
以
下
「
旧
指
定
施
設
等
」
と
い
う
。）に
入
所
し
て
い
た
者
（
十
八
歳
以
上
の

者
に
限
る
。）で
あ
っ
て
、
整
備
法
に
よ
る
改
正
後
の
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
の
指
定
を
受
け
た
当
該
旧

指
定
施
設
等
に
引
き
続
き
入
所
し
て
い
る
も
の
（
以
下
「
継
続
入
所
者
」
と
い
う
。）の
数
を
除
い
て
設
定
す
る
も
の
と

す
る
。」を
加
え
、
同
２
の
_

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

_

入
院
中
の
精
神
障
害
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行

精
神
科
病
院
か
ら
の
退
院
、
地
域
移
行
を
促
進
し
、
社
会
的
入
院
の
解
消
を
更
に
進
め
て
い
く
た
め
、
都

道
府
県
は
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
の
入
院
中
の
精
神
障
害
者
の
退
院
に
関
す
る
目

標
値
と
し
て
、
一
年
未
満
入
院
者
の
平
均
退
院
率
（
あ
る
月
か
ら
連
続
し
た
十
二
月
の
各
月
ご
と
に
、
当
該

あ
る
月
に
入
院
し
た
者
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
月
ま
で
に
退
院
し
た
者
の
総
数
を
当
該
あ
る
月
に
入
院
し

た
者
の
数
で
除
し
た
数
を
算
出
し
、
そ
の
合
計
を
十
二
で
除
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
目
標
値
及

び
高
齢
長
期
退
院
者
数
（
退
院
者
の
う
ち
、
六
十
五
歳
以
上
で
あ
っ
て
、
五
年
以
上
入
院
し
て
い
た
者
の
数

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
関
す
る
目
標
値
を
設
定
す
る
。

目
標
値
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
一
年
未
満
入
院
者
の
平
均
退
院
率
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
度
に

お
け
る
一
年
未
満
入
院
者
の
平
均
退
院
率
を
平
成
二
十
年
六
月
三
十
日
の
調
査
時
点
か
ら
七
パ
ー
セ
ン
ト
相

当
分
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
指
標
と
す
る
。
ま
た
、
高
齢
長
期
退
院
者
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
度
に

お
け
る
高
齢
長
期
退
院
者
数
を
直
近
の
数
か
ら
二
割
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
指
標
と
す
る
。

ま
た
、
こ
れ
と
併
せ
、
医
療
計
画
（
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
条
の
四
第
一

項
に
規
定
す
る
医
療
計
画
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
お
け
る
基
準
病
床
数
の
見
直
し
を
進
め
る
。
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